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tred design aims to achieve a good user experience by 



























































































































ユーザ種別 注射器 タクシー MRI, CT プロジェクタ スマホアプリ
直接ユーザ
一次ユーザ
能動的一次ユーザ 看護師 運転手 検査技師 教師、講演者 送り手


















































































































































図 2　ERM実施例のサンプル（2016.8 Toronto にて）
図 1　ビジネスプロセスと利用プロセス
ProducePlan Sell User Research
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ユーザ工学と経験工学
ザ経験」という訳語を支持している。その理由は、
「体験」という言葉は、「体験型ワークショップ」とか
「身も凍るような体験」というように、一回性のニュ
アンスが強く、何度も反復され、あるいは持続するよ
うな場合については「経験」という言葉の方が適切だ
ろうと考えるからである。
 （2016年10月19日受理）
付表１　 UXに関連した表記のウェブ出現頻度
（2016.08.11）
表記 検出度数（概数）
UX 122,000,000
ユーザーエクスペリエンス 371,000
ユーザエクスペリエンス 101,000
ユーザー体験 280,000
ユーザ体験 35,800
ユーザー経験 35,100
ユーザ経験 4,470
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